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地域自主防犯活動活発化事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 協和区 

２事業名 協和区侵入盗・自動車盗撲滅事業 

３事業実施 

結果 

半田市協和区は、愛知県半田市の中央に位置し、JR武豊線と名鉄河和線

をまたぐ東西 5kmにわたる区域で、東部の旧市街地と西部の新興住宅街か

らなる 9,000人超が暮らす地域です。現在、31町内会に 246隣組が組織さ

れ、町内会加入世帯数 2,056世帯（令和６年４月 1日現在）です。 

東西 5kmにわたる区域 

 

半田市協和区では、協和区町内会長が協和区内の夜間防犯パトロールを

月 2回、青色防犯パトロール隊が登下校中における子どもの見守り活動を

月 8回実施しています。また、地区の民生委員も登下校中における子ども

の見守り活動を月 1回実施しています。 

しかしながら、本活動が住民の理解が得られず、青色回転灯、拡声器に

よるパトロール拒否など、パトロールを行う町内会長やパトロール隊員が

住民から、文句を言われ意気消沈し拡声器を切るなど、防犯上憂慮すべき

状況も発生しています。 

一方で、青パト巡回では、子どもたちが手を振って挨拶をしてくれるこ

とも多く、青色防犯パトロール隊の士気向上につながっています。 

このため、防犯パトロール、青色防犯パトロール隊のさらなる体制強

化、地域での存在価値訴求を進め、地域をあげて犯罪のない安全なまちづ

くりを持続できる体制を推し進めたく本事業に取り組みました。 

 

１３ 協和区（半田市） 
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（１） パトロール資材を整備し、パトロール体制を強化する。 

青色防犯パトロール隊は登下校中における子どもの見守り活動を月 8回

実施しています。この見守り活動の回数増加や一回当たりの人員増に対応

すべく、ベスト、帽子、ウィンドブレーカ 10セットを追加購入いたしまし

た。 

 

 

青パト隊ユニフォーム   購入したベスト、帽子、ウィンドブレーカ 

 

（２） 青色防犯パトロール隊の広報活動及び後継者募集を行う。 

〇協和区民への活動紹介 

協和区のコミュニティ誌である「協和コミュニティだより第 178号」に

青色防犯パトロールの活動紹介を掲載し、区民への浸透を図りました。 

 
協和コミュニティだより第 178号掲載記事 
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〇後継者育成のための取り組み 

前記の協和区民への活動紹介に加え後継者募集を「協和コミュニティだ

より第 179号」にも掲載致しました。また、町内会長経験者に直接、隊員

募集の手紙を配布致しました。 

協和コミュニティだより第 179号掲載記事    隊員募集の手紙 

 

〇青色パトロールの広報活動 

地域防犯活動の重要性を訴える回覧に、青色パトロール隊員募集を 2度

掲載致しました。当初は、青色パトロール隊の目的、主旨及び活動内容を

紹介する回覧作成を計画していましたが、募集目的の回覧では、区民の防

犯意識向上にはつながらないと判断し、地域防犯活動の重要性を訴える回

覧に募集案内を掲載致しました。 

「協和区全体で防犯を!!」      「車上ねらいに注意」 
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〇区民展で紹介 

区の文化行事である「協和区区民展（11月 23日、24日）」にて地域安全

活動の青色パトロール紹介パネルを展示致しました。 

   

３連の紹介パネル 

２日間での来場者数は約 500名で、２階会場の入り口付近に展示場所を

確保できたおかげで、親子連れの方々が熱心にパネルをご覧頂きました。 

 

青色パトロールパネル展示とテーブル上に県警表彰と隊員募集のチラシ 

 

（３） 挨拶・声かけ運動を行う。 

挨拶・声掛け運動については、回覧「協和区全体で防犯を!!」（（２）で紹

介）で、『家の様子を見て行ったり来たりする、スマホなどで家の周辺を撮

影するなど見かけない人を見たら「おはようございます」「こんにちは」等

のあいさつ程度の声掛けを！！』と啓発文を掲載致しました。 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

【成果】 

今回、2024年度地域自主防犯活動活発化事業を委託されたことで、意

識して能動的に地域防犯に発信することができました。活動期間中に 2

回、活動期間前に１回の防犯回覧を発信、区民展では青色パトロール隊の

紹介できました。また、タイミングよく、半田市から「防犯カメラ設置推

進地区看板の配布依頼（協和区は 125枚）」があり、そのパネルに「青色防

犯パトロール実施中」の記載があり、パネル設置について町内会長さんに

お願い、回覧に案内を掲載したところ、約１ヵ月半で 100枚以上が協和区

内に設置されました。青色防犯パトロール隊の価値浸透に役立ったと捉え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

           半田市の防犯カメラ設置推進地区看板 

 

 「協和コミュニティだより」に記事掲載をお願いしたことにより、隊員

募集の記事は、編集委員から提案を頂き感謝しています。 

 

【課題】 

隊員募集については、12月 27日までで２名の方が応募して頂きまし

た。現隊員からは、応募者があったことに対して評価はあったが、協和区

民からの問い合わせが無く反応は今一つでした。 

また、「声掛け運動」については、回覧で周知を行ったが、一度きりであ

り、内容が不十分でした。 

 

（２）今後の取組み 

地域防犯活動の重要性を訴える回覧に、青色パトロール隊員募集を 2度

掲載致し、掲載のフォーマットが確立致しました。今後も、このフォーマ

ットを使い青色パトロール隊の認知と隊員募集を継続していきます。 

声掛け運動については、地域防犯の観点から必要な行動であることを周

知する内容を他の団体等と協働して進めていきます。 

また、愛知県の「自主防犯活動の活発化を図るための防犯活動の企画・

実践活動の実施について（2024年度）」応募し、他の団体の取組み内容を

知ることができました。これらを参考に、協和区の自主防犯活動をより充

実した活動にしていきたいと考えています。 
 


